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要旨 

GSMaPは GPM-constellationを構成する複数のマイクロ波放射計を用いて降水量を推定して

いる。降水推定アルゴリズムの開発は、GPM主衛星に搭載された二周波降水レーダと GPMマイ

クロ波放射計の同期観測データを利用して進める。この成果を、搭載周波数や Field of Viewの異

なる他のセンサへ適用してきた。DMSP衛星に搭載される SSMISシリーズは、海上の相対的に

強い降水に対しても良好な感度を持っている 10GHz 帯のチャンネルを搭載していない。このため、

海上の降水推定アルゴリズムは独自に開発が進められた。GSMaPの最新版（プロダクトバージョ

ン V05、アルゴリズムバージョン v8）を用いた、個別のマイクロ波放射計を検証した先行研究に

よれば、SSMISで推定された降水量はmoderateな降水が推定されにくく、強い降水がさらに過

大推定する結果が得られている。降水推定精度は他の PMWセンサの中で相対的に悪く、特に過

大推定が GSMaPプロダクトの降水推定精度を下げることに対して少なからず寄与していること

が判明したため、降水推定アルゴリズムの改良が期待されてきた。 

この研究は、SSMISによる GSMaP海上降水推定精度の向上を目的として、降水推定アルゴリ

ズムの改良点を示すことである。SSMIS海上降水推定では、10GHz帯を用いた降水推定の代わ

りに、19GHz帯の輝度温度偏波差（emission index）を用いた推定降水量と、高周波数帯から推

定した推定降水量を組み合わせる。本研究では、組み合わせに用いる重みの感度実験を行い、最

適な重みに変更した。これに加え、入力輝度温度データのアップデートに伴う降水の非一様性や

高周波数帯に対する推定降水量の修正係数や輝度温度補正値も再検討した。この結果、最新版で

課題となっていた降水推定量のバイアスが縮減したことを確認した。本手法は、2026年 8月に予

定されている次期メジャーバージョンアップ時に適用される予定である。 


